
令和 7年度 第 1回喜入支所管内の振興に係る地域懇話会概要 

 

日  時 令和 7年 7月 30日  14時 00分～15時 50分 

場  所 喜入支所 2階 第 2会議室 

出 席 者 地域懇話会委員、地域活性化アドバイザー、事務局 

会 次 第 

〇協議事項 

 (1) 5、6年度の取組実績及び 7年度の取組について 

  ・喜入旧麓交流館「陽だまり」運営支援事業 

  ・「喜び入るまち」のブランディング事業 

  ・ＪＲ喜入駅における交流拠点の整備事業 

(2) 8年度の事業に向けた意見交換 

 

主な意見等 

(1) 5、6年度の取組実績及び 7年度の取組について 

【各委員等からの意見】 

○「ゆなべーす喜入」は食べ物も日替わりで変わるし、気軽に立ち寄れる。 

○「陽だまり」の運営は今後も続けていけるか。補助金もなくなって、その後の心配

があると思う。もっとＰＲしていかないと長続きしない。行政がある程度支援して

いかないといけない。 

○ブランディングで制作したロゴが入ったポロシャツを喜入住民がみんな着ている

となればＰＲにもなると思う。 

○喜入駅を交流拠点として整備したことで、駅自体が過ごしやすくなった。 

○喜入駅の取組を知った他の自治体からＪＲに問い合わせがきている。喜入駅の整

備が成功事例として鹿児島だけでなく全九州に広がっていく可能性がある。 

○レンタサイクルにユナイテッドＦＣのファン・サポーターがどうしたら乗るかと

考えると付加価値を付けないといけない。 

○「ゆなべーす喜入」にはほぼ全選手が来てくれているが、「陽だまり」は知らない

選手もいるので、クラブもＰＲ等に力を入れていただきたい。 

○「陽だまり」「ゆなべーす喜入」「ユニータ」が連携して回遊性を高めていきたい。 

 

(2) 8年度の事業に向けた意見交換 

【各委員等からの意見】 

 ○今の事業を軌道に乗せた形で次のステップに進むのが当然だと思う。 

 ○「陽だまり」に若い人をどう取り込んでいくか。事業を引き継いでいくために地

域で頑張っている若い人を発掘して参加してくれるような事業ができたらいい。  

 

【地域活性化アドバイザー】 

●「陽だまり」は、日本遺産という一つの柱があるので人に伝えやすい場所である。

イオン九州ユニオンが訪問した際は、竹の器を使った食事や日本遺産巡りなど、

参加者からの評価がとても高かった。 

●喜入にはいろんな店があるので、その人達も巻き込んで喜入愛を持って取り組ん

でもらいたい。 

 

 


